
小田原城(小峯城,小早川城,小早川館)(国史跡,百名城)(小田原市城内 6-1) 

 小田原城（おだわらじょう）は、神奈川県小田原市にあった、戦国時代から江戸時代にかけての平山城

で、北条氏の本拠地として有名である。江戸時代には小田原藩の藩庁があった。城跡は国の史跡に指定さ

れている。 

 北条氏は、居館を現在の天守の周辺に置き、後背にあたる八幡山（現在の小田原高校がある場所）を詰

の城としていた。居館部については北条氏以前の大森氏以来のものとするのが通説であるが、大森氏時代

にはより東海道に近く 15世紀の遺構が実際に発掘されている現在の三の丸北堀付近にあったとする異説

もある。3代当主北条氏康の時代には難攻不落、無敵のお城といわれ、上杉謙信や武田信玄の攻撃に耐え

た。江戸時代に居館部が近世城郭へと改修され、現在の小田原城址の主郭部分となったが、八幡山は放置

された。そのため、近世城郭と中世城郭が江戸期を通して並存し、現在も両方の遺構が残る全国的に見て

も珍しい城郭である。 

最大の特徴は、豊臣軍に対抗するために作られた広大な外郭である。八幡山から海側に至るまで小田原の

町全体を総延長 9キロメートルの土塁と空堀で取り囲んだものであり、後の豊臣大坂城の惣構を凌いでい

た。1614年（慶長 19年）、徳川家康は自ら数万の軍勢を率いてこの総構えを撤去させている。地方の城

郭にこのような大規模な総構えがあることを警戒していたという説もある。ただし、完全には撤去されて

おらず、現在も北西部を中心に遺構が残る。古地図にも存在が示されており、小田原城下と城外の境界で

あり続けた。明治初期における小田原町の境界も総構えである。 

北条氏没落後に城主となったのは大久保氏であるが、2代藩主大久保忠隣の時代に政争に敗れ、一度改易

の憂き目にあっている。一時は 2代将軍秀忠が大御所として隠居する城とする考えもあったといわれるが、

実現しなかった。その後、城代が置かれた時期もあったが、阿部氏、春日局の血を引く稲葉氏、そして再

興された大久保氏が再び入封された。小田原藩は入り鉄砲出女といわれた箱根の関所を幕府から預かる立

場であった。 

なお、小田原藩大久保氏の大名となった支藩（分家）には荻野山中藩（現在の神奈川県厚木市）がある。 

小田原城は、江戸時代を通して 1633年（寛永 10年）と 1703年（元禄 16年）の 2度も大地震に遭い、な

かでも、元禄の地震では天守や櫓などが倒壊するなどの甚大な被害を受けている。天守が再建されたのは

1706年（宝永 3年）で、この再建天守は明治に解体されるまで存続した。 

平地部 

近世に大久保忠世・稲葉正勝によって改修された部分。現在の小田原城址公園及び、その近辺である。主

要部のすべてに石垣を用いた総石垣造りの城である。佐倉城や川越城などのように、土塁のみの城の多い

関東地方においては特殊と言え、関東の入口としての小田原城の重要性が伺える。なお、現在のような総

石垣の城になったのは 1632年（寛永 9年）に始められた大改修後のことである。本丸を中心に、東に二の

丸および三の丸を重ね、本丸西側に屏風岩曲輪、南に小峯曲輪、北に御蔵米曲輪を設け、4方向の守りを

固めていた。この他、小峯曲輪と二の丸の間に鷹部曲輪、二の丸南側にお茶壺曲輪および馬屋曲輪、二の

丸北側に弁才天曲輪と、計 4つの小曲輪が設けられ、馬出（うまだし）として機能した。建造物としては、

本丸に天守および桝形の常磐木門、二の丸には居館、銅門、平櫓がそれぞれ設けられ、小田原城全体では、

城門が 13棟程、櫓が 8基程建てられていたものと考えられている。江戸末期には、海岸に 3基の砲台が建

設されている。 

明治初期に殆どの建物が取り壊されたが、本丸・二の丸・茶壺曲輪・馬屋曲輪は復元が進んでいる。鷹部

曲輪には図書館・郷土文化館が置かれ、小峯曲輪は報徳二宮神社、屏風岩曲輪は遊園地となっている。御



蔵米曲輪は球場となった後、一時的に駐車場となっていたが、現在復元整備中。弁財天曲輪は城址公園外

の住宅地となっており、商工会館や旭丘高校が建つ。 

八幡山古郭 

平地部に対する詰城に当たる。小田原合戦において、北条氏攻がここに陣を置いたとされる。大森氏時代

からの本来の小田原城とも言われるが、異説もありはっきりしない。東から順に、東曲輪、本曲輪、西曲

輪、藤原平、毒榎平と連なる連郭式の構造。本曲輪の南側に南曲輪、西曲輪の北側に鍛冶曲輪を置き、守

りを固めている。現在、大半が宅地化。東曲輪は一部史跡公園となったが、本曲輪とその北側、及び南曲

輪は住宅地である。西曲輪、藤原平は現在の小田原高校で、鍛冶曲輪は庭球場、毒榎平は貯水池及び城山

公園となっている。往時の面影はほとんど残っていない。 

総構 

小田原城は中核部が二の丸総堀、三の丸総堀、総構堀によって三重に囲われた構造となっている。二の丸

総堀は平地部及び八幡山古郭外周の堀が繋がったものである。三の丸総堀は近世城郭部の三の丸堀に加え、

南側の天神山丘陵の尾根を走る空堀、そして最西端の小峰大堀切によって構成される。小峰大堀切は中世

城郭部最大の遺構である。東側へと伸びる八幡山丘陵、天神山丘陵、谷津丘陵が集まる点にあり、各丘陵

と西側の山地部を切断している。総構堀は上述のように小田原の町全体をとりかこんだ、連続した空堀と

水堀である。山地部の空堀は小峰大堀切よりさらに西の小田原城最高所となるお鐘の台をとりこんでおり、

ここから北西部の桜馬場、稲荷森の総構堀は比較的よく残る。平地部の水堀は消滅、あるいは暗渠化した

が、南西部の早川口や東部の蓮上院近辺に辛うじて土塁が残る。 

室町時代 

元は、平安時代末期、相模国の豪族土肥氏一族である小早川遠平（小早川氏の祖とされる）の居館であっ

たとされる。 

1416年（応永 23年）上杉禅秀の乱で禅秀方であった土肥氏が失脚し、駿河国に根拠を置いていた大森氏

がこれを奪って、相模国・伊豆国方面に勢力を広げた。 

1495年（明応 4年）、伊豆国を支配していた伊勢平氏流伊勢盛時（北条早雲）が大森藤頼から奪い、旧構

を大幅に拡張した。ただし、年代については 1495年以後に大森氏が依然として城主であったことを示すと

される古文書も存在しており、実際に盛時が小田原城に奪ったのはもう少し後（遅くても 1501年（文亀元

年））と考えられている。ただし、盛時は亡くなるまで韮山城を根拠としており、小田原城を拠点とした

のは息子の伊勢氏綱（後の北条氏綱）が最初であったされ、その時期は氏綱が家督を継いだ 1518年（永正

15年）もしくは盛時が死去した翌 1519年（永正 16年）の後とみられている。以来北条氏政、北条氏直父

子の時代まで戦国大名北条氏の 5代にわたる居城として、南関東における政治的中心地となった。 

1561年（永禄 4年）、北関東において後北条氏と敵対する上杉謙信が越後から侵攻し、小田原城の戦いと

なる。軍記などでは、11万 3千（関八州古戦録より）ともいわれる大軍勢で小田原城を包囲。1か月にわ

たる篭城戦の後、上杉軍の攻撃を防ぎ切ったと伝えているが、実際は 10日間ほどの包囲であったとみられ

る。 

1568年（永禄 11年）甲斐国の武田信玄は駿河今川領国への侵攻を開始し（駿河侵攻）、後北条氏は甲相

同盟を破棄し越後上杉氏との越相同盟を結び武田方に対抗した。信玄はこれに対して北関東の国衆と同盟

し後北条領国へ圧力を加え、翌 1569年（永禄 12年）10月 1日から 4日にかけて後北条領国へ侵攻し、小

田原城を包囲する軍事的恣意活動を行い、撤退に際して追尾した後北条勢を三増峠の戦いにおいて撃退し



た。後に後北条氏は武田の駿河領有を承認し甲相同盟を回復している経緯からも、この時の小田原攻めは

本格的侵攻ではなく軍事的示威行為に過ぎないものであったと考えられている。 

後北条氏による小田原城の改築は大きいものでは少なくても 2度あったと考えられている。最初は伊勢盛

時（北条早雲）が小田原城を得た直後で、ほぼ同時期に鎌倉に大被害をもたらした大地震があったと言わ

れており（明応地震を参照のこと）、文献上の記録はないものの距離的に近い小田原も被害を受けた可能

性があり、戦闘と地震による打撃を回復させるための改築が行われたと見られている。（ただし、前述の

通り、地震発生時の当主が大森氏であった可能性及び同氏が改築を行った可能性も否定は出来ない。また、

近年研究が進み、地震に乗じて、又は、地震後の混乱に乗じて城を奪ったとする説も出ている。）もう 1

度は 1566年（永禄 9年）から同 12年の時期に小田原城の改築に関する文書が多数発給されており、この

時期に相次いだ上杉氏・武田氏の侵攻に備えたものと考えられている。また、北条氏康の居館には会所・

寝殿が備わっており、1558年（永禄元年）に小田原に入った古河公方足利義氏が氏康邸を宿舎としていた

ことが知られている。 

安土桃山時代 

1590年（天正 18年） 豊臣秀吉が天下統一の仕上げとして隠居北条氏政と当主氏直が指揮する北条氏と開

戦し、当時北条の台頭に対抗していた関東の大名・佐竹義重・宇都宮国綱らとともに数十万の大軍で小田

原城を総攻撃した。小田原征伐（小田原合戦、小田原の役など）と呼ばれるこの戦いにおいて秀吉は圧倒

的な物資をもって取り囲むとともに別働隊をもって関東各地の北条氏の支城を各個撃破し、篭城戦によっ

て敵の兵糧不足を待ち逆襲しようとした北条氏の意図を挫き、3か月の篭城戦の末ほとんど無血で開城さ

せた。この篭城戦において、北条側が和議と抗戦継続をめぐって議論したが一向に結論が出なかった故事

が小田原評定という言葉になっている。その後、秀吉は国綱とともに下野国宇都宮に陣を移し、参陣した

東北地方の諸大名の処遇を決定、秀吉の国内統一事業はこれをもって完成した（宇都宮仕置）。 

江戸時代 

戦後、北条氏の領土は徳川家康に与えられ、江戸城を居城として選んだ家康は腹心大久保忠世を小田原城

に置いた。小田原旧城は現在の小田原の市街地を包摂するような巨大な城郭であったが、大久保氏入部時

代に規模を縮小させ、以後、17世紀の中断を除いて明治時代まで大久保氏（藤原北家宇都宮氏流）が居城

した。一方北条氏は、一族の北条氏盛が河内国狭山（現在の大阪府大阪狭山市）1万余石を治める外様大

名として明治に至っている。 

Wikipediaによる 
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